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る。たとえば、柳家金語楼1) の落語「兵隊」( あるいは「落語家の兵隊」) には、



































































　　◎御自分様のことを ｢こちら ｣と申されました。( 略 ) 将軍様は御自分様







　まず、1889年刊行の『言海』は、意味が ｢オノレ。自身 ｣の名詞 ｢自分 ｣と、
｢自称の代名詞。我。吾。｣と記述されている代名詞 ｢自分 ｣とが、別項目と
してあげられている。また、山田美妙『日本大辞書』も、「名。及、代」とし
｢オノレ＝ワタクシ。＝自身 ｣とあるところから、名詞の ｢自分 ｣と一人称代
名詞としての ｢自分 ｣を認めていると見ることができよう。一方、高橋五郎『漢
英対照いろは辞典』は、語釈として「おのれ、わがみ」を挙げ、対応する英語
は ｢one's self｣ のみが上がっており、再帰代名詞 ( 名詞 ) の ｢ 自分 ｣ のみを認
めているように見える。その他、記述からは明確でない場合もあるが、再帰的
な用法 ( 名詞 ) のみを挙げている辞書 ( 玉村寅吉『和英語類集』1887、高潮豊
三『明治通俗和英節用集』1887など ) と、一人称代名詞を別項目として挙げて













































言すれば話説代名詞ならざる代名詞なり。｢自分 ｣( 略 ) などの如し。










｢わたくし ｣｢ ぼく ｣などとともに、｢自分モ賛成シテ見タガ、実ワアマリ面白
クナイ ｣という例を示しつつ ｢自分 ｣をあげており ( 保科1911:64-68)、さら























衛新兵」をはじめとする一連の久留島武彦 (｢ 近衛新兵 ｣をはじめ多くは筆名































          「私
わたくし
」；兵士→下士官
          「自分」；中隊長→新兵

















































































櫻井忠温10) が自身の体験をもとにした戦記文学『肉弾』(1906年 ) と、水野広




          「私
わたくし
」；櫻井中尉→先輩の大尉































































(32)　( 略 ) 隊長も、副官も、自分も悉く負傷してしまつた今日となつては、
最初から本部に在つて事情に通じて居るのは貴様ばかりだ。( 略 ) ＜内田
軍曹→大塚上等兵＞ (p.441)
　また、(30) の「内田軍曹」のように、下位の軍人から上位の軍人に向かっ





















































































































































(51)　士官の用うる自称として、公式には ｢本職 ｣｢ 小官 ｣ であるが、通常は















は (52) と同じ二人の会話であるが、(52) とは逆に上位から下位へのことばで



























　　「① [ 名 ] その人自身。自己。おのれ。② [ 代 ]〔一人称の人代名詞〕わた




　　「① [ 名 ] その人自身。② [ 代 ] 話し手が、その人自身をさして呼ぶことば。

















































究所 (1989-2006) の調査の話者が「1925年 ( 大正末年 ) 以前に生れた男性。
ただし、1925年は認め得る最下限を示したものであり、原則として調査時にお
いて60歳～75歳の範囲であることが望ましい (1925年生れの話者は、調査発

















































(59)　｢ 兵語 ｣ には、訛言 ( なまり ) による誤解を避けるため漢音読みを多用
するという特徴があるが、陸海軍間では若干の違いがあった。具体的にみ
てみると、漢字漢語万能主義の陸軍に対し、海軍では、英語が多く用いら
れるとともに、｢よーそろー ｣( 宜う候 ) に代表される ｢やまとことば ｣が























たという苦い回顧も、こうしたこと ( 命令の意味合いなど : 引用者 ) を説





















なお、本研究は平成20～23年度科学研究費補助金 ( 基盤研究 (B)) 課題番号












































談社、田河水泡 (1939)『のらくろ探検隊』大日本雄辯會講談社 ( 以上「のらくろ」の引用は










近衛新兵　第十酒保 ｣『少年世界』1-19、久留島武彦 (1895c)｢ 近衛新兵　第七演習 ｣『少年
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
言語科学研究第17号（2011年）
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年『眉山全集第5巻』春陽堂 )、桜井忠温 (1906)『肉弾』( 引用は、1969『明治文学全集97』










説の神様」の実像―」『座談会昭和文学史1』集英社、丹羽文雄 (1942)｢ 海戦 ｣( 引用は1972
年『戦争文学全集２』毎日新聞社 )、大窪弥次六 (1918)『兄哥の水兵さん』松陽堂書店、桐
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